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令和７年１月１日外 来 診 療 表

午前8：30～11： 30まで（初診・土曜日は11： 00まで） ／ 午後1： 30～4：00まで
※急患は24時間受付けております
※禁煙外来は初診のみで再診は内科外来で行います受付時間

第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています 1月号

　新年あけましておめでとうございま

す。今年の職員テーマは、親切・丁寧・

敬愛という言葉にいたしました。患者

さんを大切にすることが病院の社会的

な信頼につながります。一般的には患

者さんに対してだけと思われますが、

そうではありません。患者さんのご家

族に対しても、職員相互にも、すべて

の人間にということです。

　近年、高齢者人口の増加による認知

症や骨粗鬆症患者数が急増しておりま

す。健康寿命の延伸のためには、これ

らの疾患に対する診療の重要性が増し

てきています。認知症では、骨折の原

因となる転倒リスクが高いことが知ら

れています。これは認知機能のうち、

遂行能力や注意力低下、行動異常に起

因すると考えられています。また、認

知症ではカルシウム代謝異常や低栄養

などによると思われる骨密度低下が認

められることがあります。

新年のあいさつ

　高齢者の４大骨折は、椎体骨折、大

腿骨近位部骨折、橈骨遠位端骨折、上

腕骨近位部骨折で中でも日本において

骨折による寝たきりの７割が大腿骨近

位部骨折です。アルツハイマー型認知

症患者の大腿骨近位部骨折の骨折リス

クは非認知症患者の3.2倍であること

が報告されています。

　そして、これらの脆弱性骨折の骨折

予防に役立つ方法として多職種で行う

骨粗鬆症リエゾンサービスがあります。

当院では骨粗鬆症治療率・継続率の向

上を目指すために骨粗鬆症マネージャー
を育成しております。多職種の連携に

より骨粗鬆症について職員を含め、患

者さん及びご家族にご理解していただ

くことで脆弱性骨折予防に努めていま

す。現在、日本には国際骨粗鬆症財団が

認めた病院が88施設しかありませんが、

昨年当院は認められ銀賞を受賞すること

ができました。

　また、脳卒中についても脳神経外科医、

脳神経内科医が中心となって多職種を

巻き込んで脳卒中チームを作りました。

最近では救急隊の方々との勉強会も開

き、救急対応から患者さんに適した早

期加療を行っています。多職種連携で

加療後リハビリを行うことにより回復

が良く、早期社会復帰が望めます。

　これからも職員と共に地域の皆様の

健康を守るために頑張っていきたいと

思います。

院 長　佐藤　圭司

花　名：梅　　花言葉：高潔
撮影者：松原信子様

医療の質に関する方針
１．質の高い安全な医療を提供する

２．多職種によるチーム医療を実践する

３．安心と信頼を提供できる職員の育成を行う

４．地域に必要とされる病院として「思いやり

の心」を大切にする
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診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前 勝山　彰

合田　史

高玉　真光 
合田　史 
小池　陽子（9:00～）

勝山　彰
合田　史

高玉　真光 
勝山　彰 
直田　匡彦

小池　陽子（9:00～）

勝山　彰

高玉　真光（10:30まで） 
勝山　彰 
合田　史

午後 

禁煙外来 午前 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制）

脳神経内科

午前 
岡本　幸市 
東海林　幹夫 
菅原　隆

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市
瓦林　毅
木部　朱理

岡本　幸市 
池田　将樹

橋本　健太朗（第1、5） 
石澤　邦彦（第3）
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物忘れ外来（脳神経内科） 午後 山口　晴保（完全予約制）

循環器内科 午前 天野　晶夫 天野　晶夫 バトゲレル　ナイダンフー 天野　晶夫 天野　晶夫 
田村　峻太郎
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1診：宮本　直子 
2診：内藤　功
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整形外科
午前

佐藤　圭司
加藤　良衛
工藤　明紀

島田　晴彦
正木　博（第3火曜は休診）

工藤　明紀
（ 第3火曜日のみ、10:00まで）

佐藤　圭司 
館野　勝彦 
正木　博

佐藤　圭司（10:30まで） 

加藤　良衛
工藤　明紀

館野　勝彦 
島田　晴彦

佐藤　圭司（第1） 
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眼科
午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 
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午後 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤（隔週） 高玉　篤

皮膚科 午前 小坂　啓寿

泌尿器外来
午前 金子　裕生 一ノ瀬　義雄
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糖尿病外来
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消化器内科 午後 壁谷　建志

内視鏡
午前 壁谷　建志（胃） 乾　正幸（胃）
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（大腸　第1、3、5）

麻酔科 午前 増田　裕一 増田　裕一（10:30まで） 佐藤　美恵

リハビリテーション科 午後

腎臓リウマチ内科 午後 今井　陽一（第1、3）

歯科・口腔外科

午前 福士　宙之 
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戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生
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戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5） 

戸谷　麻衣子（第2、4）

午後 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之
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な信頼につながります。一般的には患
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す。健康寿命の延伸のためには、これ

らの疾患に対する診療の重要性が増し

てきています。認知症では、骨折の原

因となる転倒リスクが高いことが知ら

れています。これは認知機能のうち、

遂行能力や注意力低下、行動異常に起

因すると考えられています。また、認

知症ではカルシウム代謝異常や低栄養

などによると思われる骨密度低下が認

められることがあります。

老年病研究所附属病院　公式LINEのご案内

公式LINEでは外来休診情報や
各種イベントなどの情報を配信しています。
ぜひ二次元バーコードから「友達追加」を
お願いします！

　高齢者の４大骨折は、椎体骨折、大

腿骨近位部骨折、橈骨遠位端骨折、上
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上を目指すために骨粗鬆症マネージャー
を育成しております。多職種の連携に

より骨粗鬆症について職員を含め、患

者さん及びご家族にご理解していただ

くことで脆弱性骨折予防に努めていま

す。現在、日本には国際骨粗鬆症財団が

認めた病院が88施設しかありませんが、

昨年当院は認められ銀賞を受賞すること

ができました。

　また、脳卒中についても脳神経外科医、

脳神経内科医が中心となって多職種を

巻き込んで脳卒中チームを作りました。

最近では救急隊の方々との勉強会も開

き、救急対応から患者さんに適した早

期加療を行っています。多職種連携で

加療後リハビリを行うことにより回復

が良く、早期社会復帰が望めます。

　これからも職員と共に地域の皆様の

健康を守るために頑張っていきたいと

思います。

救急患者紹介の際は下記連絡先まで直接ご連絡をお願いします。
脳卒中疑い →０２７－２１２－８６３９（脳卒中専用回線：脳卒中当番医師が対応）
その他疾患 →０２７－２１２－５６１５（救急専用回線：救急外来担当事務が対応）
運用時間：平日８：３０～１７：００まで、
　　　　　第１・第３・第５土曜日は８：３０～１２：３０まで
※休診日や夜間の救急依頼は今まで通り、代表回線へご連絡をお願いします。
　病院代表 →０２７－２５３－３３１１

老年病研究所附属病院　公式LINEのご案内 救急外来の受入について

外来診療表変更のお知らせ外来診療表変更のお知らせ

令和７年１月１日より皮膚科の外来担当医が変更になりました。

　　　　　　大高　麻由 医師　→　　　　　　　小坂　啓寿 医師

また、リハビリテーション科の外来診療が終了となりました。
裏面の外来診療表でご確認ください。

変更前

サービス付き高齢者向け住宅
サングレイス本町が完成しました
サービス付き高齢者向け住宅
サングレイス本町が完成しました

昨年10月に前橋市本町（高玉診療所の隣）でオープンしました。

全51室・全個室。ヘルパーステーション、デイサービスセンターを併設しています。
また、真隣の高玉診療所による医療サポート。もしもの時も安心な24時間365日の見守り
対応など。

60歳以上の方又は要支援・要介護認定を受けて
いる方（自立から軽介護までの方が対象となります）

安心で快適なサービスを提供

ご入居条件 お問い合わせ・体験入居相談

社会福祉法人  陽光会  サングレイス本町
☎０２７－２４３－４１６５
　　　　　　　　　　　　  担当：山下まで

体験入居 受付中です！

変更後
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☎０２７－２４３－４１６５
　　　　　　　　　　　　  担当：山下まで

体験入居 受付中です！

変更後



Vol.132 Vol.132 連 携 室 通 信
老年病研究所附属病院だより

１．地域の人々の健康を守るための、
      研究と実践
２．疾病の予防と治療に役立つ看護、
      介護の推進
３．高齢社会における保健・医療・
　　福祉のネットワーク作り

老年病研究所附属病院の理念
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公益財団法人 老年病研究所附属病院
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Ｅ－ｍａｉｌ：info@ronenbyo.or.jp　ホームページアドレス https://www.ronenbyo-hospital.jp

地域医療福祉連携室・相談室
TEL ０２７－２５３－４１０８　FAX ０２７－２５３－４１３５

令和７年１月１日外 来 診 療 表

午前8：30～11： 30まで（初診・土曜日は11： 00まで） ／ 午後1： 30～4：00まで
※急患は24時間受付けております
※禁煙外来は初診のみで再診は内科外来で行います受付時間

第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています 1月号

　新年あけましておめでとうございま

す。今年の職員テーマは、親切・丁寧・

敬愛という言葉にいたしました。患者

さんを大切にすることが病院の社会的

な信頼につながります。一般的には患

者さんに対してだけと思われますが、

そうではありません。患者さんのご家

族に対しても、職員相互にも、すべて

の人間にということです。

　近年、高齢者人口の増加による認知

症や骨粗鬆症患者数が急増しておりま

す。健康寿命の延伸のためには、これ

らの疾患に対する診療の重要性が増し

てきています。認知症では、骨折の原

因となる転倒リスクが高いことが知ら

れています。これは認知機能のうち、

遂行能力や注意力低下、行動異常に起

因すると考えられています。また、認

知症ではカルシウム代謝異常や低栄養

などによると思われる骨密度低下が認

められることがあります。

新年のあいさつ

　高齢者の４大骨折は、椎体骨折、大

腿骨近位部骨折、橈骨遠位端骨折、上

腕骨近位部骨折で中でも日本において

骨折による寝たきりの７割が大腿骨近

位部骨折です。アルツハイマー型認知

症患者の大腿骨近位部骨折の骨折リス

クは非認知症患者の3.2倍であること

が報告されています。

　そして、これらの脆弱性骨折の骨折

予防に役立つ方法として多職種で行う

骨粗鬆症リエゾンサービスがあります。

当院では骨粗鬆症治療率・継続率の向

上を目指すために骨粗鬆症マネージャー
を育成しております。多職種の連携に

より骨粗鬆症について職員を含め、患

者さん及びご家族にご理解していただ

くことで脆弱性骨折予防に努めていま

す。現在、日本には国際骨粗鬆症財団が

認めた病院が88施設しかありませんが、

昨年当院は認められ銀賞を受賞すること

ができました。

　また、脳卒中についても脳神経外科医、

脳神経内科医が中心となって多職種を

巻き込んで脳卒中チームを作りました。

最近では救急隊の方々との勉強会も開

き、救急対応から患者さんに適した早

期加療を行っています。多職種連携で

加療後リハビリを行うことにより回復

が良く、早期社会復帰が望めます。

　これからも職員と共に地域の皆様の

健康を守るために頑張っていきたいと

思います。

院 長　佐藤　圭司

花　名：梅　　花言葉：高潔
撮影者：松原信子様

医療の質に関する方針
１．質の高い安全な医療を提供する

２．多職種によるチーム医療を実践する

３．安心と信頼を提供できる職員の育成を行う

４．地域に必要とされる病院として「思いやり

の心」を大切にする

発行 ： 公益財団法人 老年病研究所附属病院広報委員会　ISO9001　認証取得

次ページに続く

診療科目
　　曜日

時間帯 
月 火 水 木 金 土

内科
午前 勝山　彰

合田　史

高玉　真光 
合田　史 
小池　陽子（9:00～）

勝山　彰
合田　史

高玉　真光 
勝山　彰 
直田　匡彦

小池　陽子（9:00～）

勝山　彰

高玉　真光（10:30まで） 
勝山　彰 
合田　史

午後 

禁煙外来 午前 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制）

脳神経内科

午前 
岡本　幸市 
東海林　幹夫 
菅原　隆

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市 
東海林　幹夫 
甘利　雅邦

岡本　幸市
瓦林　毅
木部　朱理

岡本　幸市 
池田　将樹

橋本　健太朗（第1、5） 
石澤　邦彦（第3）

午後 石澤　邦彦 橋本　健太朗 山内　洋子（15:30まで）

甘利　雅邦
（完全予約制 14:00まで） 
菅原　隆 
木部　朱理

池田　将樹（15:30まで）

物忘れ外来（脳神経内科） 午後 山口　晴保（完全予約制）

循環器内科 午前 天野　晶夫 天野　晶夫 バトゲレル　ナイダンフー 天野　晶夫 天野　晶夫 
田村　峻太郎

心臓血管外科 午後 山﨑　元成 山﨑　元成

脳神経外科 午前 1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸 高玉　真 1診：内藤　功 

2診：高玉　真
1診：内藤　功 
2診：岩井　丈幸

1診：宮本　直子 
2診：内藤　功

1診：高玉　真 
2診：宮本　直子

整形外科
午前

佐藤　圭司
加藤　良衛
工藤　明紀

島田　晴彦
正木　博（第3火曜は休診）

工藤　明紀
（ 第3火曜日のみ、10:00まで）

佐藤　圭司 
館野　勝彦 
正木　博

佐藤　圭司（10:30まで） 

加藤　良衛
工藤　明紀

館野　勝彦 
島田　晴彦

佐藤　圭司（第1） 
島田　晴彦（第1、5） 
館野　勝彦（第3、5） 
加藤　良衛（第3） 
正木　博　 （第1、5）

工藤　明紀（第3）

午後 正木　博 館野　勝彦 加藤　良衛 島田　晴彦

眼科
午前 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 

遠藤　朝美 高玉　篤

午後 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤（隔週） 高玉　篤

皮膚科 午前 小坂　啓寿

泌尿器外来
午前 金子　裕生 一ノ瀬　義雄

午後

高血圧外来 午前 中村　哲也

糖尿病外来
午前 中村　保子 中村　保子

午後 中村　保子

消化器内科 午後 壁谷　建志

内視鏡
午前 壁谷　建志（胃） 乾　正幸（胃）

午後 乾　正幸
（大腸　第1、3、5）

麻酔科 午前 増田　裕一 増田　裕一（10:30まで） 佐藤　美恵

リハビリテーション科 午後

腎臓リウマチ内科 午後 今井　陽一（第1、3）

歯科・口腔外科

午前 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5） 

戸谷　麻衣子（第2、4）

午後 福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子

福士　宙之 
戸谷　麻衣子 
伊達　佑生

福士　宙之


